平成30年(2018年)3月29日
中山五月台小学校と中山桜台小学校の学校統合等について
～3月17日(土)に開催した説明会について～
管理部　管理室　学事課
１　来場者数
	地　　　区
	保護者
	保護者以外
	計

	中山五月台小学校区
	４人
	１３人
	１７人

	中山桜台小学校区
	１３人
	１５人
	２８人

	計
	１７人
	２８人
	４５人


２　主な質問、意見
　①　統合は決まっていることと受け止めた。中山五月台小学校は、しばらくの間、残るのか？段階的に進めるのか？（新1年生から・・・など）
　⇒　まず学校統合の方向性を決定し、今後、詳細について検討を進める。
　②　今日、学校長や先生が来ていない。現場の意見を聞きたかった。
　⇒　現場の意見は重要。2月に両小学校で意見を聞いている。
　③　この統合は、中山桜台小学校への合併吸収なのか？対等な統合なのか？
　⇒　分離開校前の中山桜台小学校へ戻るのか、両校を廃校して、新たに１校を新設するのか、今後、検討する課題の一つとして考えている。
　④　学校統合には、色んな方法がある。2校を廃校にして、新たに1校を新設する方法もあるが、困難な理由は財政的な理由だけなのか？
　⇒　財政面は大きなハードル。その他、新たに建設する用地もない。
　⑤　説明会に学校教育部の職員が同席していない。なぜ？
　⇒　教育委員会では、情報共有や会議を重ねてこの場に臨んでいる。
　⑥　適正規模化と学力の関係は？
　⇒　本市では、学校規模と学力の相関関係において顕著な例は確認されていないが、学校は、教科の知識や技能の習得だけが目的ではない。生きる力を育むためには、一定の学校規模が必要であると考えている。
　⑦　子どもの意見も聞いてみては？
　⇒　子どもの意見も重要であり、十分に配慮しなければならない。本件に関しては、大人がしっかりと考えるべき課題であると考えている。
　⑧　最近、バタバタと決まった感じがする。幼稚園の統廃合も伝わってこない。
　⇒　今後は、十分な情報公開に努める。
　⑨　統合により、子どもたちの心をコントロールしなければならない。桜台小の子はおとなしいが、五月台小の子は少しやんちゃな感じがする。
　⇒　事前に交流を重ねるなど、統合に向けた取り組みを充実させなければならないが、統合後も子どもや保護者のケアのため、教育支援課とも十分に連携して相談窓口の開設などの取り組みを進める。
　⑩　統合までの間の両校の交流の場が重要となる。
　⑪　統合に賛成で反対でもないが、統合ありきで進んでいる。行政のやり方に問題がある。もう少しソフトランディングしてほしい。
　⑫　中山五月台小の川島校長は、今年度末で退職する。中山桜台小の山下校長は、県の校長会の副会長で忙しい。この人事配置に問題がある。
　⇒　現学校長とは十分に連携しており、後任者には、丁寧に引き継ぎするよう伝えている。
　⑬　子育て世代としては、今後、小学校がどうなっていくのか不安である。早く統合の方向性を出してほしい。
　⑭　中山五月台幼稚園は、中山五月台小と中山桜台小に分かれる。中山桜台小であれば、ある程度の人数はいるが、中山五月台小は幼稚園よりも少ない。ある程度の人数の学校に子どもを入れたい。
　⑮　子どもの意見を聞くようにとの意見があったが、子どもは目先のことしか考えていない。そこは、大人がしっかりと判断していくべきだと思う。
　⑯　子どもは適用能力が高いので、あまり心配はいらない。
　⑰　少人数から、大きな学校へ行くのは不安に思うので、統合までの間、十分な交流授業などの取り組みが必要だと思う。
　⇒　今後、具体的に検討する。
